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所属 教育学部 

氏名・職名 立入哉・教授 

活動名 留学生も「わかる」授業の進行 

10年前から韓国・順天郷大学との学部間学術交流協定に基づき，留学生の受け入れを行ってい

る。留学生が日本の大学で日本語による授業に参加し，留学の規定に必要な 24 単位を取得する

ことは容易ではない。このため，電子化されている文書は，韓国語に機械翻訳したものを渡し，

理解の手がかりになるよう配慮している。平成 29 年度は２人の留学生が３科目の授業を受講し

た。これらの授業において，立入教授は下記の配慮を行った。 

１）自国語での資料提供 

授業自体は日本語（音声＋資料）で行われるが，手がかりになるワードが自国語であれば授業

内容の理解促進になると考えた。そこで，スライド資料，毎回の小テスト，配付資料といったpdf

化された資料を機械翻訳できるソフトウェアにて翻訳して配布した。このことにより，留学生の

小テストの得点は，日本人学生と遜色ない得点となった。 

２）自国語への音声自動翻訳の利用 

聴覚障害学生に用いている音声の文字化ツールである「UDトーク」は，高い認識率で音声を文

字に変換できる。しかし，授業場面では，講義者が話す音声を音質を落とすことなく，利用者の

スマートフォンに送信する必要がある。そこで，SONY 社のワイヤレスマイク（ECM-AW4）と，IK 

Multimedia 社のインタフェース（iRig2）を留学生に貸し出し，常時携帯させるようにした。こ

のことで，留学生は講義者の音声による自国語への機械翻訳の結果を自分のスマートフォンで視

認できるようにした。 

３）Youtube上での講義動画への自国語字幕付与 

授業を見直したい学生や聴覚障害学生を含む欠席学生のために，毎回，授業を撮影し，動画を

Moodleに掲載してきた。しかし，それでは字幕が付かず，聴覚障害学生への配慮が不足していた。

そこで，Youtube上の音声認識を利用した自動字幕が利用できるURLをリンクさせた。Youtube上

に掲載したことで，自動翻訳機能を利用し，留学生の自国語による字幕を付けることができた。 

上記のような合理的配慮な配慮を行うことで，日本人学生と共に同じ授業に参加することがで

きるようになった。これらは留学生だけではなく，他の合理的配慮が必要な学生への支援方法を

応用したものである。 
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